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事業所名 こども発達支援まんまる 支援プログラム（参考様式） 作成日 2026 年 5 月 11 日

法人（事業所）理念 大人も子どももそのままで”まる”の理念を大切にし、一人ひとりの特性を尊重しながら、社会とのつながりを支え、安心して育ち合える支援を行う。

支援方針

一人ひとりの発達や特性、生活環境を丁寧に捉え、安心できる関係の中でその子らしさを大切にした支援を行なう。家庭での生活を基盤に保護者と協働しながら関わり方を共有し子
どもの育ちとと家族の安心を支え関係機関と連携しながら社会とのつながりを支援する。

営業時間 9 時 0 分か
ら 17 時 0 分ま

で 送迎実施の有無 あり なし

支　援　内　容

本
人
支
援

健康・生活

体調や心身の状態に十分に配慮し、無理のない関わりの中で安心して過ごせる環境を整える。生活リズムや基本的生活習慣について、子どもの生活状態に応じて保護者と共有し
ながら、手順の視覚化や環境調整等を行い、日常生活の中で段階的に支援する。

運動・感覚

感覚の特性や身体の使い方を把握し、居宅内で無理なく身体を動かせる機会をつくる。日常生活や遊びの中で発達段階に応じた運動経験を積み重ね身体の使い方やバランス感覚
の向上を図る。個々に合わせた粗大運動や微細運動などを取り入れ、身体の使い方や感覚の育ちを支える関わりを行う。感覚特性による不安の強さに配慮して安心して取り組める
よう刺激量の調整をしながら取り組める環境を整える。無理のない範囲で段階的に経験の幅を広げていく。

認知・行動

生活場面に即した関わりの中で、見通しを持てるよう支援する。はじまりやおわりの挨拶など一定のルーティンを取り入れ、活動の流れをわかりやすくすることで安心感を育み習慣化
につなげる。また、スケジュールや手順の視覚化、事前の予告等により予測可能な環境を整え不安や混乱の軽減を図る。行動の背景にある特性の要因を捉え、環境調整や関わり
方を工夫しポジティブな強化を用いスモールステップで適切な行動につなげる。

言語
コミュニケーション

日常生活や遊びを通して丁寧にやり取りを重ね、子どもの表出方法に応じて言葉以外の手段も活用する。ジェスチャーや絵カード等の代替手段（AAC)を取り入れ、その子に合った
方法でコミュニケーションの広がりを支援する。

人間関係
社会性

集団参加が難しい状況を踏まえ、まずは安心できる大人との安定した関係形成を基盤とする。一対一の関わりの中で子どもの気持ちやペースを大切にしながらやりとりの心地よさ
や安心感を育む。遊びや日常生活の関わりを通して、人との関係に必要な経験を無理のない形で積み重ねる。保護者と関わり方を共有しながら必要に応じて園や学校等の関係機
関と連携し、子どもの状態に応じて関わりの場を段階的に広げていく。

家族支援

保護者の思いや困りごとに寄り添いながら、日常生活の中で実践できる関わり方
を共に考え、安心して子育てができるよう支援する。必要に応じてペアレントトレー
ニング等を実施し、具体的な関わり方を共有する。 移行支援

園や学校等と情報共有・連携を行い、子どもが生活の場を広げる際に
安心して適応できるよう支援する。

地域支援・地域連携

関係機関との連携を図り、子どもと家族が地域の中で安心して暮らし続けら
れるよう支援体制を整える

職員の質の向上

訪問支援に必要な専門性の向上に向けて研修や事例検討を行い、個々に応じた適切な支援の提供に努める

主な行事等

季節を感じられる遊びや活動を取り入れ、日常生活の中で豊かな経験ができるように支援する。また保護者参加型の機会も取り入れ交流や学びの場を大切にする。


